
▲大会のようす ▲集合写真

▲講習会のようす ▲講習会のようす

　GiGOボウルにて多賀町民ボウリング大会が開催され
ました。今年は小中学生を含む２９人がエントリー。ストラ
イクが出た時は、各レーンから大歓声が響くなど、和気あ

多賀町民ボウリング大会が開催されました。26日
7月

「ご長寿おめでとうございます」町内最高齢者お祝い訪問18日
9月

生ごみを減らしてエコな循環を！「ダンボールコンポスト教室」を開催しました9日
8月

9日
9月

滝の宮スポーツ公園に休憩所「たいじゅのおかげ」が設置されました10日
9月

　当日はあいにくの雨模様となりましたが、古来より伝
わる「古知古知相撲」では、雨にも負けず青年２人による
全三番の取り組み
が白熱して繰り広
げられました。今年
の豊凶を占う熱戦
の結果は東方が勝
ち、豊作への期待が
高まりました。

　その後、お旅所までのお渡りがおこなわれ、馬や馬頭
人がカッパを着用して参加するという、雨の中ならでは
のめずらしい光景
が見られました。実
り豊かな秋の訪れ
を感じさせる伝統の
１日となりました。

　滋賀県立大学の学生グループ「多賀木匠塾」が制作した
休憩所「たいじゅのおかげ」が滝の宮スポーツ公園に設置
されました。
　「たいじゅのおかげ」には、利用者が心地よく過ごせるた
めのさまざまな工夫が詰まっています。広いベンチは、グラ
ウンドゴルフなどのパターが立てかけやすいよう作られて
いるほか、斜めの背もたれにもたれかかると景色がアーチ状
に見え、いつもとは一味違う景色を楽しむことができます。
さらに、背もたれを倒すこ
とでテーブルとしても使え
るなど、高い利便性も備え
ています。ただ休憩するだ
けでなく、ここからの景色
そのものを楽しんでほし

いという学生たちの温かい想いが込められています。
　多賀木匠塾のリーダーの服部京佳さんは、「学生だけで
は到底成り立たないことばかりでしたが、多賀町の皆さん
が木匠塾という団体を温かく受け入れ、支援してくださっ
たおかげで完成させることができました。私たちからもお
礼を言いたい気持ちでいっぱいです。多賀町の皆さんに一
番使っていただきたいと思っていますので、ぜひ滝の宮ス
ポーツ公園に足を運んで
『たいじゅのおかげ』をご
利用ください」とコメント
しています。
　多賀木匠塾の皆さん、
素敵な休憩所をありがと
うございました！

雨の中でも厳かに、豊作を祈る「九月古例祭」が執りおこなわれました

▲馬もカッパを着ました ▲大雨の中、厳かに進むお渡り

▲多賀木匠塾の皆さん ▲たいじゅのおかげ

いあいとした雰囲気の中、子どもから大人まで全力投球
が繰り広げられました。

　多賀町中央公民館「多賀結いの森」にて「ダンボールコ
ンポスト教室」を開催しました！
　当日は、「市民・生ごみリサイクルプロジェクト」代表の
吉田栄治さんを講師にお招きし、地球温暖化の現状とご
みの減量化の大切さについてお話しいただきました。
　その後、参加者の皆さんで実際にダンボールコンポスト
づくりを体験しました。
　多賀町の家庭から出される燃えるごみは、令和7年度で
年間1,020トン（1人あたり140kg）にのぼります。そのう

ち、約3～4割を「生ごみ」が占めています。
　ダンボールコンポストを使って生ごみを堆肥として再利
用することは、ごみの減量化に大きくつながります！
　ごみの減量化は、日ごろのちょっとした心がけから始ま
るものです。町では、その手法の一つとしてダンボールコ
ンポストの推進を今後も続けていきます。
　「自分も始めてみたい！」と思った方は、ぜひ次の機会に
ご参加ください。お待ちしています！

▲町内最高齢の麻生さん

　「敬老の日」のお祝いとして、
９月 　１日時点で町内最高齢である
麻生 壽枝さんを久保町長が訪問し
ました。
　麻生さんは、大正14年２月生まれ
で101歳になられます。
　久保町長は、「町内最高齢の長寿
おめでとうございます。これからも

お体を大切にしてください」と祝状 と花束を贈呈されました。

▲多賀大社で祈願！ ▲アケボノゾウの化石を見学！ ▲多賀少年野球クラブと交流

20日「熊本暴れん坊ガールズ」が多賀町で交流と必勝祈願
8月

　女子軟式野球チーム「熊本暴れ
ん坊ガールズ」の皆さんが全日本
女子軟式野球大会に出場される前
に多賀町を訪れました。
　大会に向けた練習の一環として、
町内の「多賀少年野球クラブ」と
親善試合がおこなわれ、グラウンド

では両チームの選手たちが互いに健
闘を称え合い、交流を深めました。
　親善試合の前には、チーム一丸
となって勝利を誓うべく、久保町長
案内のもと多賀大社で必勝祈願の
ご祈祷を受けられたり、多賀町立博
物館で、職員の案内のもと、「アケ

ボノゾウ」の化石展示を見学し、太
古のロマンに触れながらリラックス
した時間を過ごされました。
　多賀町での温かい交流と必勝祈
願のパワーを胸に、大舞台へと挑ん
だ選手の皆さんの今後のご活躍を
応援するとともに、被災地・熊本の
１日も早い復興を心よりお祈り申し
上げます。

▲久保町長より祝状と花束贈呈を受けられる麻生さん
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